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の 『訓讃啓蒙』に ｢泰､辱｣を ｢彼ヲアガメ尊デ､
己ヲ謙ズル軒ナリ｣､岡白駒 (1692-1767)の
『助辞讃通』に ｢請､幸｣を ｢敬ノ静､謙ノ節｣､樺


































































































































































































































































































































































堤 正典 ･小林 潔
大学における非専攻課程の外国語教育は､専攻
課程に比べて非常に少ない時間数で行なわなけれ
ばならないOしかし､当然-歩一歩ステップアツ
プすることはおろそかにできず､そのなかで､で
きうる限りの実用性を盛り込むことが理想である｡
すでに､ロシア本国や日本においてのロシア語検
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定試験では､各級の合格基準が (ある程度)公表
され､事実上の習得基準となっているが､いまだ
広 く普及しているわけではない｡
これらの既存の習得基準を検討し､また､既存
のロシア語教材を検討するなかで､非専攻課程に
(さらにはセメスター制にも)対応するロシア語
習得基準を確立することを目指している｡このこ
とは､非常に必要性が高いと考えている｡日本人
に対するロシア語教育を念頭においており､日本
におけるロシア語教育の実践での経験､日本語と
ロシア語との対照研究などの成果もふまえて検討
する必要がある｡
まず､既存のロシア語教材 (日本･ロシアで2001
年以降発行のものを中心とし､そのうちでも非専
攻課程で用いるのに適したもの)における語桑 ･
文法 ･表現等を検討している｡現在は､主として
神奈川大学横浜キャンパスでの外国語科目ロシア
語初級を念頭において検討を行なっている｡また､
ロシア連邦におけるロシア語検定 (TPItH)や
その基盤となっているEUのCEFRなど､既存の習
得基準について非専攻課程での適用を検討してい
る｡
このふたつの検討結果を結合しつつ､非専攻課
程に対応する新しい習得基準の完成をめざす｡上
にも書いたとおり､ロシア語教育の実践的経験や､
対照言語学的研究の成果も取り入れて検討して行
く｡
ロシア語を用いるための背景となる知識 (レア
リア)についても､どのような知識が必要となる
かを習得基準に連動させて検討している｡
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言語研究センター共同研究
学術場面における日本語の話し言葉の分析
一大学学部生対象上級日本語シラバスの構築に向けて-
大学の学術場面における日本語の話し言葉に関
する関心は最近高まりつつあるが､いまだ十分に
解明されているとはいえない｡本研究では､前年
度に引き続き､少人数のグループ内での相互作用
を伴う協同学習場面における日本語の話し言葉の
特徴と､スピーチにおける日本語の話し言葉の特
徴について､日本語母語話者の大学生と学部留学
生の話し言葉デ-タを構築し分析を行った｡語嚢
と文型の点では日本語母語話者と留学生の間に大
きな違いがなく､フィラー､ リペア､ポ-ズなど
パラ言語面において違いが見られ､それが話し言
葉の｢分かりやすさ｣を決定付ける要因の一部となっ
ていることが明らかになった｡2008年度には､こ
の結果を応用し､学術場面における日本語の話し
富谷 玲子 ･高木南欧子
言葉の教育を､留学生と日本語母語話者の学生を
対象として行った｡｢分かりやすさ｣の要因を明
示的に提示することによって､学部留学生も日本
語母語話者の学生もその特徴を理解することがで
きた｡運用面では､日本語母語話者では短期間の
うちに改善が見られたのに対し､学部留学生の場
合は顕著な改善は見られず､｢分かりやすさ｣の
要因を習得するためには何らかの手当てが必要で
あることが明らかになった｡その具体的方策は今
後の課題とする｡
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